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1 嗅覚・フェロモン・味覚関連遺伝子の解析

2 遺伝子の多型と環境要因との関連解析

3 分子進化学の農学・獣医学分野への応用
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研究概要

　コンピュータを使ってゲノム情報の解析をしています。特に、嗅覚やフェロモンに関連する遺伝子
について、進化的な視点から解析しています。また、分子進化学の解析手法を農学や獣医学に応
用するための研究を行っています。

１ 嗅覚・フェロモン・味覚関連遺伝子の解析
嗅覚は、餌を探し、外敵から逃れ、交配相手や子を認識するため
に使われ、動物にとって生きるために必須の感覚です。匂いの
受容は、環境中の匂い分子が鼻の中にある匂いのセンサー、「
嗅覚受容体」に結合することにより始まります。環境中に多様な
匂い分子が存在することに対応して、嗅覚受容体の遺伝子は非
常に数が多く、私たちヒトでは約400個、アフリカゾウでは約
2000個にもなります（図）。それぞれの生物はそれぞれの環境
に応じて、必要な嗅覚受容体遺伝子を進化させてきました。それ
ぞれの生物がもつ嗅覚受容体遺伝子を調べることで、それぞれ

さまざまな哺乳類がもつ嗅覚受容体
遺伝子の数。「偽遺伝子」は、かつ

２ 遺伝子の多型と環境要因との関連解析
嗅覚受容体遺伝子は、個人差が大きいという特徴もあります。そこで、匂いの感じ方の違いと、嗅
覚受容体遺伝子の多型との関連性を調べています。同様の解析手法を用いて、ゲノムの多型と
個体のさまざまな形質との関連解析を行っています。

３ 分子進化学の農学・獣医学分野への応用
家畜の病気は、動物のゲノムとウイルス・寄生虫などの病原菌のゲノムとの相互作用ととらえるこ
ともできます。家畜や栽培植物のゲノムにはヒトが品種改良を行ってきた痕跡が残されており、進
化的な視点に基づく解析が重要です。さまざまな生物のゲノム情報を用いて、分子進化学を農学
や獣医学に応用する手法の開発を目指しています。

ホームページ
https://srhumdb.miyazaki-u.ac.jp/html/100002371_ja.html

技術相談に応じられる関連分野
嗅覚・フェロモンに関する研究、ゲノム解析、多型解析

メッセージ
匂い・嗅覚に関すること、ゲノムデータの解析方法に関することがあれば、ご連絡下さい
。


